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（1） 概要

（2） 地形的特性

（3） 過去の被災状況

（4） 東播海岸周辺の利用状況

1.東播海岸の概要
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東播海岸は、兵庫県神戸市垂水区から明石市を経て、加古郡
播磨町に至る延長約26km（うち直轄延長約19km）の海岸。

東播海岸では、事業地域を垂水、明石東部、明石西部、播磨の
4工区に区分し、事業を実施。

エコ・コースト事業

いきいき･海の子

･浜づくり事業

大蔵海岸
C.C.Z.整備事業

アジュール舞子
C.C.Z.整備事業

1.（1）概要
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昭和20年頃

昭和40年頃

平成21年

明石港

明石港

明石港 大蔵海岸

アジュール舞子

垂水漁港

垂水漁港

舞子漁港

舞子漁港

塩屋漁港

1.（1）概要（垂水工区・明石東部工区）
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昭和20年頃

昭和40年頃

平成21年

江井ヶ島港

江井ヶ島港

江井ヶ島港

林崎漁港

林崎漁港

東播磨港

東播磨港

1.（1）概要（明石西部工区・播磨工区）
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塩屋海岸

塩屋東垂水海岸

舞子海岸

塩屋漁港

アジュール舞子

垂水漁港

舞子漁港

西垂水舞子海岸

護岸護岸護岸＋離岸堤護岸＋離岸堤＋養浜護岸

護岸＋

離岸堤護岸（＋消波工）

漁港区域 漁港区域 一般海岸一般海岸漁港区域一般海岸一般海岸

護岸

協議区間 協議区間

護岸

（計画中）

護岸

（計画中）

護岸

（計画中）

・垂水工区は、「護岸」「離岸堤」「養浜」を用いた面的防護方式を採用し、一部未施行箇所はあるが、平成
19年度までに概成している。
・塩屋東垂水海岸の護岸前面は、神戸市下水処理場として埋め立てられている。
・保全施設の背後地は、住宅地や商業施設、JR山陽本線や国道２号等の公共交通施設が近接している。
・舞子地区ではCCZ事業として「アジュール舞子」を整備し、憩いの場として賑わっている。

山陽電鉄

JR山陽本線

国道２号

ﾏﾘﾝﾋﾟｱ神戸

県立舞子公園

平磯海つり公園

1.（1）概要（垂水工区）
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・明石東部工区は、「護岸」「離岸堤」「養浜」を用いた面的防護方式を採用し、一部未施行箇所はあるが、
平成8年度までに概成している。
・保全施設の背後地は、住宅地や商業施設、JR山陽本線や国道28号等の公共交通施設が近接している。
・大蔵地区ではCCZ事業として「大蔵海岸」を整備し、憩いの場として賑わっている。

1.（1）概要（明石東部工区）

大蔵海岸明石港（東外港）

明石港（西外港）

新浜林海岸

林崎漁港

一般海岸港湾区域

護岸＋離岸堤＋養浜護岸＋離岸堤＋養浜

協議区間協議区間

漁港区域

協議区間

護岸護岸＋消波工

胸壁（計画中）

護岸 護岸

店舗・ｸｱﾊｳｽ等

国道２号

国道２８号

JR山陽本線
山陽電鉄

望海浜公園
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・明石西部工区は、「護岸」「養浜」を用いた面的防護方式を採用し、一部未施行箇所はあるが、平成20年
度までに概成している。
・保全施設の背後地は、住宅地や商業施設が近接している。

・明石市江井ヶ島～林崎地区ではアカウミガメの上陸・産卵が確認されたことから、自然と共生する海岸を
創出するため、「エコ・コースト事業」として砂浜を整備し、憩いの場として賑わっている。

協議区間

一般海岸漁港区域一般海岸漁港区域

協議区間

一般海岸港湾区域

協議区間

護岸＋養浜護岸護岸＋養浜護岸＋養浜護岸＋養浜

護岸

＋

養浜

護岸

＋

養浜 護岸 護岸

護岸

＋

離岸堤

護岸

＋

養浜

＋

離岸堤

護岸

＋

養浜

＋

離岸堤

護岸

＋

養浜

＋

離岸堤

護岸

＋

養浜

＋

離岸堤

護岸

＋

養浜

＋

離岸堤

林崎漁港松江漁港

藤江漁港

江井ヶ島港

山陽電鉄

八木遺跡公園

1.（1）概要（明石西部工区）
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・播磨工区は、「護岸」「養浜」を用いた面的防護方式を採用し、平成11年度までに完成している。
・保全施設の背後地は、住宅地や商業施設が近接している。

・明石市魚住～江井ヶ島地区では海浜における自然・社会教育の活動の場として「いきいき・海の子・浜づ
くり事業」として磯浜等を整備し、憩いの場として賑わっている。
・播磨町区域は、護岸の前面が公園施設として埋め立てられている。

協議区間

港湾区域

護岸＋養浜

漁港区域 一般海岸一般海岸港湾区域

協議
区間

協議
区間 一般海岸（陸地のみ）

一般海岸
（陸地のみ）

護岸護岸護岸護岸

護岸

＋

離岸堤

江井ヶ島港

西島海岸
魚住漁港

魚住海岸

二見海岸

漁港区域

古宮漁港

古宮海岸

山陽電鉄

西二見緑地浜田公園

1.（1）概要（播磨工区）
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林
崎
漁
港

江井ヶ島港
藤
江
漁
港

垂
水
漁
港

舞
子
漁
港

塩
屋
漁
港

播磨灘

明石海峡

六甲山地

大阪湾明

石

川

明石東部工区 垂水工区明石西部工区播磨工区

A

B

明石海峡に面する海岸東部では海底勾配が急峻であるが、西側の海底勾配は緩やかであり、狭
隘な海峡では潮の流れが非常に速い。

1.（2）地形的特性
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昭和33年

侵食で崩落した木柵（西八木地先）

昭和39年

侵食で崩落したタコ壺工場（江井ヶ
島地先）

台風による高波浪や海砂利採取など様々な要因により海岸侵食が進行（最大100m以上)。
海岸線の後退量を一定と仮定すれば、 1年間に1～1.5m後退したことになる。

1.（3）過去の被災状況（侵食）
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生 起
年 月 日

台 風 名 台 風 の コ ー ス
神 戸 港 潮 位
神戸最大風速

災害の内訳
備 考

人 災 家 屋 流 失 壊 家 屋 浸 水 田 畑 船 舶

昭和4年
4月21日

温 帯
低 気 圧

瀬戸内海西部より岡山 W 18m/s
－

4戸
－ － －

神明国道波浪で
100間破壊

昭和8年
9月4日

台 風 沖縄→朝鮮海峡→能登
沖→青森

WNW 13m/s
－ －

57戸
－

11隻 堤防決壊 1ヶ所

昭和9年
9月21日

室戸台風 徳島→神戸→びわ湖 T.P.+2.59m
ESE 22m/s

死者 18人 72戸
半壊 131戸

床上 1,232戸
床下 1,966戸

－
109隻

－

昭和10年
8月29日

台 風 5 号 播磨灘→神戸北→京都 T.P.+0.97m
E 17m/s

死者 20名
傷者 25名

47戸 6,601戸
－

5隻 道路決壊 9ヶ所
堤防 6ヶ所

昭和12年
9月11日

台 風 6 号 岡山→但馬沖→能登 T.P.+1.04m
ENE 19m/s

傷者 4名 19戸
半壊 33戸

71戸
－

19隻
－

昭和16年
10月1日

台風25号 広島県→但馬地方 ENE 13m/s
－

2戸 20戸
－ － －

昭和25年
9月3日

ジェーン
台 風

室戸岬東方→淡路南→
神戸→若狭

T.P.+1.87m
NE 33m/s

－
16戸

半壊 42戸
床下 18戸 冠水 23町歩

－ －

昭和36年
9月16日

第 2 室 戸
台 風

室戸岬→淡路島→大阪
湾→若狭湾

T.P.+2.21m
NE 27.0m/s

－
6戸 床上 163戸

－
5隻

－

昭和39年
9月25日

6 4 - 2 0 号
台 風

宮崎市→愛媛県西部→
尾道→児島半島

T.P.+2.09m
SSW 26.8m/s

重軽傷者
9名

全壊 30戸
半壊 148戸

床上 75戸
床下 211戸

水稲 4,242㎡ 81隻 主要道路が各地
で寸断

昭和40年
9月10日

6 5 - 2 3 号
台 風

安芸市→播磨灘→若狭
湾

T.P.+1.65m
SSE 27.8m/s

－
145戸

半壊 903戸
床上 346戸
床下 9戸

流出 3ha 58隻 塩屋、狩口で国
道が没水

平成16年
8月30日

台風 1 6号
鹿児島県→九州縦断→
山口県→中国地方→能
登沖

T.P.+1.77m

SSW  16.0m/s
－ － － －

－
JR山陽本線で4
時間以上運行停
止

東播海岸では、昭和以降10回以上もの台風による海岸侵食、越波被害
を受けてきた。

1.（3）過去の被災状況（高潮）
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アジュール舞子海水浴場
（平成22年7月）

背後に人口集積地区を控え、大阪の大都市圏に近く、又
ＪＲ等交通の便が良い事から海岸に人々が多く集まる。
又、海岸際には大蔵・アジュール舞子では、商工業施設
が集積し、明石大橋、県立舞子公園等観光施設が豊富。

大蔵海岸背後の商業施設等

国道２号

JR山陽本線

クアハウス スポーツ用品店

スポーツクラブ

松江海水浴場 国道28号

多目的商業施設
～店舗･クアハウス等

（H14～）
マリンピア神戸

（H11～）

大蔵海岸海水浴場 アジュール舞子海水浴場

明石市役所

大阪中心の地図

大阪都市圏

(県立)
舞子公園

神戸市立平磯海釣り公園

明石海峡大橋

山陽電鉄

播磨サイクリングロード

出典:｢平成20年度兵庫県観光客動態調査報告書｣

1.（4）東播海岸周辺の利用状況
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（1） 海岸整備の概要

（2） 竣工年度及び構造形式

2.海岸整備事業の概要
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S57：人工海浜（養浜）整備の開始
（整備基本計画改定）

H8 ：エコ・コースト事業の着手
H5～H9 ：

大蔵海岸C.C.Z.整備事業

H6～H10：
アジュール舞子

C.C.Z.整備事業

護 岸 整 備

養 浜 整 備

C.C.Z.等利用整備

大蔵海岸

アジュール舞子

S36~

S57~
H5
~H10

S36：直轄海岸事業に着手
・計画外力の設定

（整備基本計画策定）

・護岸工事の着手

2.（1）海岸整備の概要
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年 度 海岸事業概要

昭和２５年 兵庫県が補助事業として海岸侵食対策事業に着手

昭和３１年 海岸法制定（目的は防護）

昭和３２年 直轄海岸事業調査開始

昭和３６年 直轄海岸事業着手
計画外力の設定（整備基本計画策定）

昭和４３年 昭和39年の台風20号，昭和40年の台風23号による被災により，計画外力を上回る規模の波浪が来襲したため，
計画外力を改定（整備基本計画改定）

昭和５７年 人工海浜（養浜）整備の開始（整備基本計画改定）

平成 ５年 大蔵海岸C.C.Z.整備事業に着手

平成 ６年 アジュール舞子C.C.Z.整備事業に着手

平成 ８年 エコ・コースト事業着手

平成 ９年 大蔵海岸C.C.Z.整備事業完了
いきいき海の子浜づくり事業着手

平成１０年 アジュール舞子C.C.Z.整備事業完了

平成１１年 海岸法の一部改正（防護とともに環境・利用を整備目的に追加）

平成１３年 大蔵海岸陥没事故発生

平成１４年 大蔵海岸陥没事故を受けて施設改良を実施

平成１５年
～

護岸，養浜の整備を継続中

2.（1）海岸整備の概要
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護 岸

離岸堤

養 浜

高潮や波浪、津波が陸上部に侵入してこないようにつ
くられる構造物で、波の力で海岸が削られることも防
いでいる。

沖合いに海岸線と平行に作られる構造物で、波の勢い
を低減し陸上部への波の侵入を防止するために消波ブ
ロックにより構成される。

波によって海岸の砂が削られたような海岸に再び人工的
に砂浜を復元し、砂浜のもつ消波機能により越波を防止
することを目的として設置している。

離岸堤

突堤

護岸

養浜

2.（1）海岸整備の概要
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林
崎
漁
港

江
井
ヶ
島
港

藤
江
漁
港

垂
水
漁
港

舞
子
漁
港

塩
屋
漁
港

播磨灘

明石海峡

六甲山地

大阪湾

海岸保全施設整備の概要
明石西部・播磨工区

（明石川以西）
垂水・明石東部工区

（明石川以東）
計画護岸高：

T.P.+5.0m
計画護岸高：

T.P.+6.0m
計画波浪

波高：H=3.4m
周期：T=6.8s

計画波浪
波高：H=4.6m
周期：T=8.0s

離岸堤 養浜養浜

護岸護岸 計画高潮位
H.H.W.L.＝T.P.+2.8m

計画高潮位
H.H.W.L.＝T.P.+2.8m

明

石

川

平均海底勾配＝1/30平均海底勾配＝1/60

明石東部工区 垂水工区明石西部工区播磨工区

明石川を境界として、東側は「護岸＋養浜＋離岸堤」、西側は「護岸＋養浜」で防護する
計画としている。

2.（1）海岸整備の概要
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東播海岸の基本的な防護の考え方

垂水・明石東部工区

明石西部・播磨工区

護岸単独のとき

※明石川以東

※明石川以西

計画高潮位（H.H.W.L.）＝T.P.+2.8m

【護岸天端高】

明石川以東：T.P.+6.0m
明石川以西：T.P.+5.0m

越波浸水

基本うちあげ高：
T.P.＋8m以上

明石川以東は海底勾配が急であり、計画波浪も大きい
ため、護岸に養浜と離岸堤を組み合わせた面的防護方
式を採用

明石川以西は海底勾配が緩やかであり、計画波浪も小
さいため、護岸に養浜を組み合わせた面的防護方式を
採用

養浜離岸堤

養浜

平均海底勾配＝1/30

平均海底勾配＝1/60

護岸（T.P.+6.0m）

護岸（T.P.+5.0m）

2.（1）海岸整備の概要
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エコ・コースト事業（H8～）

自然との共生を目指した海岸事業

明石市大久保町江井ヶ島～林崎町

林崎漁港

江井ヶ島港

• アカウミガメの上陸・産卵、多様な
生き物の生息環境に配慮

• 環境調査の継続的な実施

• 環境教育の場としての活用

2.（1）海岸整備の概要
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砂浜

玉石浜や砂浜などの３種類の
浜による様々な環境を創造

魚住漁港～江井ヶ島（赤根川）

いきいき･海の子･浜づくり事業（H9～11）

レキ養浜工

突堤 景石 玉石養浜工

2.（1）海岸整備の概要
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施設構造物位置図

標準断面図

舞子海岸

舞子漁港

西垂水舞子海岸 塩屋東垂水海岸

塩屋漁港

塩屋海岸

構造種類別の竣工年度

養浜
離岸堤 護岸

※塗りつぶし：新設 網掛部：補修工事、改良工事あるいは災害復旧工事

S36年 第2室戸台風 S39年 台風20号
S40年 台風23号

H7年 兵庫県南部地震 H16年 台風16号・18号

2.（2）竣工年度及び構造形式（垂水工区）
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施設構造物位置図

標準断面図

構造種類別の竣工年度

林崎漁港

新浜林海岸

明石港(西外港)

明石港(東外港)
大蔵海岸

養浜

離岸堤 護岸

※塗りつぶし：新設 網掛部：補修工事、改良工事あるいは災害復旧工事

S36年 第2室戸台風 S39年 台風20号
S40年 台風23号

H7年 兵庫県南部地震 H16年 台風16号・18号

2.（2）竣工年度及び構造形式（明石東部工区）
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施設構造物位置図

養浜離岸堤

護岸標準断面図

構造種類別の竣工年度
※塗りつぶし：新設 網掛部：補修工事、改良工事あるいは災害復旧工事

S36年 第2室戸台風 S39年 台風20号
S40年 台風23号

H7年 兵庫県南部地震 H16年 台風16号・18号

2.（2）竣工年度及び構造形式（明石西部工区）
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施設構造物位置図

養浜

護岸標準断面図

構造種類別の竣工年度
※塗りつぶし：新設 網掛部：補修工事、改良工事あるいは災害復旧工事

江井ヶ島港

西島海岸
魚住漁港

魚住海岸

二見海岸
古宮漁港

古宮海岸

S36年 第2室戸台風 S39年 台風20号
S40年 台風23号

H7年 兵庫県南部地震 H16年 台風16号・18号

2.（2）竣工年度及び構造形式（播磨工区）
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（1） 巡視

（2） 点検

（3） 調査・測量

（4） 管理状況について（H17～H21）

（5） 補修

3.管理の概要
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【 巡 視 内 容 】 ▽構造物等、土地形状、環境(海域、流木堆積等)、占用等の変状等の点検
▽応急措置（バリケード設置等）、ゴミ撤去等の実施
▽経過観測の実施等

①護岸等の目視

○護岸等１９区間
(約１２ｋｍ)

○月１回以上
（１日１区間程度）

○目視等で護岸等の変状を
点検し、又は経過観測等

②養浜の鉄筋突き ○養浜２７区間
(約５．５ｋｍ)

○平日隔日
(１日１４区間程度)

○構造物周辺を突き、変状を
点検

＊土日は全27養浜を目視(鉄筋
携行)

【 具体の巡視 】

○①、②に併せて実施

○上記と同じ

○目視等により状況を点検
し、撤去などを実施

③ゴミ等の対策 ④船上からの目視

○全区域
（約１８ｋｍ）

○週１回
（全区域）

○船上から離岸堤やｹｰｿﾝ下
などを目視で変状点検

凡例
○巡視区域
○頻度
○方法等

3.（1）巡視
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陸上点検 水中点検

計測機器保守点検

波高、潮位計測装置

【月点検】目視等による状態確認

門扉保守点検

門扉動作確認 開閉装置潤滑油交換

【年点検】動作確認による細部の計測や整備

○振動や異常音の確認
○安全装置や保護装置の動作確認
○予防保全整備（潤滑油交換）

○戸当りへの堆積土砂撤去
○計器の表示確認
○給油脂・潤滑状況の確認

戸当り堆積土砂撤去 補助ローラ給油

無線機器保守点検

テレメータ装置

ブイ内点検 無線中継所点検

3.（2）点検
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海象データ計測（風速、波高、潮位等）

深浅測量（海岸横断の直接測量）

航空写真調査

海象観測装置（波高等）

測線の横断重ね図

3.（3）調査・測量等

例）風速・風向・潮位データ
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海岸巡視における異常報告は、
平成１７年度以降増加し、１日あた
り１件～２件の報告がある。

その大半（６割～８割）は「不法占
用」「投棄・ゴミ等のマナー」が占め
ている。

①不法占用
不法工作物・不法構造物・係留船舶・看板・ホームレス等の荷物・動物

の住処の箱・土木建築資材・ワカメ干し用の工作物など

②投棄・ゴミ等のマナー
不法投棄物（自転車・バイク・タイヤ・バーベーキュー道具・土木建築資

材・ゴミ・家電）・野焼き・焚火・花火跡・バーベキュー跡・生活ゴミ・花火残
骸・剪定ゴミ・海浜植物伐根・死骸・ゴルフ・海岸車両乗り入れへの口頭注
意・落書き・養浜への悪戯（石積み上げ・養浜砂掘り起こし）など

③海岸構造物等損傷
突堤被覆石乱れ・離岸堤消波ブロック損傷・ケーソン損傷・護岸擁壁損

傷・集水桝側溝管路損傷・減圧蓋損傷・階段手摺柵損傷・路面段差・車止
め損傷・啓発看板損傷・側溝集水桝草土土砂堆積・仮設フェンス損傷・養
浜鉄筋挿入、養浜侵食等

報告件数（年度別）

162
23 27 57 76

71

78
240

422
480

81

85

125

155
146

0

100

200

300
400

500

600

700

800

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

不法占用 投棄・ゴミ等のマナー 海岸構造物等損傷

314件

186件

392件

634件
702件

3.（4）管理状況について（H17～H21）

項目割合（年度別）

51.6%

12.4% 6.9% 9.0% 10.8%

22.6%

41.9%
61.2%

66.6% 68.4%

25.8%
45.7%

31.9% 24.4% 20.8%

0%

10%

20%
30%

40%

50%

60%

70%
80%

90%

100%

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

不法占用 投棄・ゴミ等のマナー 海岸構造物等損傷
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報告件数（工区別・年平均１kmあたり）

0.8
8.6

1.4 1.8
10.6

29.6

7.2 3.8

2.7

10.3

8.3
3.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

播磨 明石西部 明石東部 垂水

不法占用 投棄・ゴミ等のマナー 海岸構造物等損傷

工区名
延長

（m）

不法占用 投棄・ゴミ等のマナー 海岸構造物等損傷

H17 H18 H19 H20 H21 H17 H18 H19 H20 H21 H17 H18 H19 H20 H21

垂 水 6,161 14 7 2 16 17 11 16 22 42 25 13 18 22 29 31

明石東 3,231 9 2 2 0 9 5 9 23 36 43 15 19 24 31 38

明石西 5,858 136 14 23 34 45 50 50 175 275 318 46 39 69 84 65

播 磨 3,596 3 0 0 7 5 5 3 20 69 94 8 10 11 13 14

合 計 18,846 162 23 27 57 76 71 78 240 422 480 81 85 125 155 146

・工区別に見ると、人工養浜の範
囲が広い「明石西部工区」での異
常報告件数が最も多い。

・異常報告の大半は、「不法占用」
「投棄・ゴミ等のマナー」に関するも
のである。

・播磨工区では、「海岸構造物等破
損」の報告件数は比較的少ない。

9.0
16.9

48.5

14.1

（件/㎞/年）

3.（4）管理状況について（H17～H21）
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海岸構造物等損傷報告件数（年度別報告件数）

61 54
86

103 107
0 2

7

28 14

4 3

10

10
7

2 2

0

2
1

14 24

22

12
17

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

構造物損傷等 側溝集水桝草土砂堆積 仮設フェンス損傷 養浜鉄筋挿入 養浜浸食等

81 85
125

155 146
・海岸構造物等損傷は、平成１７年
度以降増加している。

その内、６～７割が構造物損傷であ
る。

・比較的対応が軽微な「側溝等草土
砂堆積」「仮設フェンス損傷」「養浜
侵食等」については、適宜対応を
行っている。

・「養浜鉄筋貫入」の箇所について
は、既に対策済みである。

H17 H18 H19 H20 H21 合計

構 造 物 損 傷 61 54 86 103 107 411

側 溝 等 土 砂 草 堆 積 0 2 7 28 14 51

仮 設 フ ェ ン ス 4 3 10 10 7 34

養 浜 鉄 筋 貫 入 2 2 0 2 1 7

養 浜 侵 食 等 14 24 22 12 17 89

合計 81 85 125 155 146 592

3.（4）管理状況について（H17～H21）

海岸構造物等項目割合（年度別）

75.3%
63.5% 68.8% 66.5% 73.3%

0.0%

2.4%
5.6%

18.1% 9.6%4.9%

3.5%

8.0%
6.5% 4.8%2.5%

2.4%

0.0%
1.3% 0.7%17.3%

28.2%
17.6%

7.7% 11.6%

0%

10%

20%
30%

40%

50%

60%

70%
80%

90%

100%

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

構造物損傷等 側溝集水桝草土砂堆積 仮設フェンス損傷 養浜鉄筋挿入 養浜浸食等
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・工区別に見ると、「明石西部工区」
での損傷報告件数が最も多い。

・異常報告の大半は、「構造物損傷」
に関するものである。

・明石西部工区では波浪による「養浜
侵食等」に関する報告が多い。

工区

延長 構造物損傷 側溝集水桝草土砂堆積 仮設フェンス 養浜鉄筋貫入 養浜侵食等

（ｍ） 17 18 19 20 21 17 18 19 20 21 17 18 19 20 21 17 18 19 20 21 17 18 19 20 21

播 磨 3,596 6 6 9 10 10 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 1 1

明石西 5,858 29 22 45 46 42 0 1 6 20 6 3 0 1 5 0 1 2 0 2 1 13 14 17 11 16

明石東 3,231 15 14 17 23 31 0 1 1 7 5 0 0 4 3 4 1 0 0 0 0 0 5 3 0 0

垂 水 6,161 11 12 15 24 24 0 0 0 1 2 1 3 4 2 3 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0

合計 18,846 61 54 86 103 107 0 2 7 28 14 4 3 10 10 7 2 2 0 2 1 14 24 22 12 17

海岸構造物等損傷報告件数（工区別・年平均１kmあたり）

2.3

6.3 6.2

2.8
0.1

1.1 0.9

0.10.1

0.3 0.7

0.4
0.0

0.2 0.1

0.0
0.3

2.4
0.5

0.1

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

播磨 明石西 明石東 垂水

構造物損傷等 側溝集水桝草土砂堆積 仮設フェンス損傷 養浜鉄筋挿入 養浜浸食等

2.8

10.3
8.4

3.4

3.（4）管理状況について（H17～H21）
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H17～H21

411件

突堤・

被覆石
離岸堤 ｹｰｿﾝ

護岸・

養壁

集水桝

・側溝

・管路

減圧蓋

階段・

手摺・

柵

路 面

段 差
車止め

啓 発

看 板
階段部 合 計

H17 8 0 2 16 3 1 2 5 17 2 5 61

H18 5 1 1 8 2 6 7 3 9 10 2 54

H19 2 0 6 12 4 1 12 19 14 9 7 86

H20 2 2 3 10 12 10 11 12 15 19 7 103

H21 10 2 9 24 12 4 12 9 8 14 3 107

合計 27 5 21 70 33 22 44 48 63 54 24 411

継続監視 26 5 18 25 25 15 11 26 16 23 11 201

・構造物損傷報告の内容は多種多様である。

・構造物損傷報告は、平成１７年度から平成２１年度までに４１１件の報告があった
が、補修を急ぐものは既に補修済みであり、損傷が軽微なもの（２０１件）については
継続監視している。

海岸構造物損傷の対策状況

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

報告件数 継続監視等

階段

啓発看板

車止め

路面段差

階段手摺・柵

減圧蓋

集水桝・側溝管路

護岸擁壁

ケーソン

離岸堤・消波ﾌﾞﾛｯｸ

突堤・被覆石

411件

201件

3.（4）管理状況について（H17～H21）
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・構造物損傷報告は、年平均１㎞当たり２
件～７件の報告がある。

・工区別で見ると、「明石西部工区」での損
傷報告件数が多い。

・明石西部工区では「啓発看板損傷」報告
が他の工区と比べて多い。

・明石西部・東部工区では、「護岸・擁壁損
傷」報告が他の工区と比べて多い。

突堤・
被覆石

離岸堤 ｹｰｿﾝ
護岸・
擁壁

集水桝
・側溝
・管路

減圧蓋
階段・
手摺・
柵

路 面
段 差

車止め
啓 発
看 板

階段部 合計

播 磨 2 0 1 13 0 3 1 2 14 0 5 41

明 石 西 19 1 2 29 19 3 13 26 23 41 8 184

明 石 東 2 2 11 19 10 4 4 14 24 7 3 100

垂 水 4 2 7 9 4 12 26 6 2 6 8 86

合計 27 5 21 70 33 22 44 48 63 54 24 411

2.3

6.3 6.2

2.8

41

184

100 86

3.（4）管理状況について（H17～H21）
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東播海岸の管理状況（Ｈ１７～Ｈ２１）をまとめると

・巡視における異常報告は、１件～２件／日であり、その大半（６～８割）は「不法占
用」「投棄・ゴミ等マナー」に関するものである。

・人工養浜の範囲が広い「明石西部工区」での報告件数が最も多いが、大半（６～８
割）は「不法占用」「投棄・ゴミ等マナー」である。

・発見された「養浜鉄筋貫入」の箇所については既に対策済みである。

・海岸構造物等損傷については、直近５年間では年平均約１１８件の報告があり、
「海岸構造物損傷」が約７割を占めている。

・人工養浜の範囲が広い「明石西部工区」では「養浜侵食等」に関する報告も多い。

・海岸構造物等損傷の内容は多種多様であり、年平均１ｋｍ当たり２件～７件の報告
があるが、その内、補修を急ぐものは既に補修済みであり、損傷が軽微なもの（護岸、
ケーソンのクラック等）については継続監視している。（報告件数４０１件→継続監視
２０１件）

3.（4）管理状況について（H17～H21）

－ 35 －



①護岸・擁壁

明石市谷八木付近

明石市谷八木付近

• 老朽化した護岸や擁壁にクラック（ひび割れ）があるとの巡視報告を受
け、補修を実施した。

クラック（ひび割れ）
のコーキング

（隙間充填）補修

3.（5）補修等事例
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②減圧蓋

• ケーソンの減圧孔蓋が波浪等の影響で損傷しているのを巡視時に確
認し、応急措置を実施、その後補修（新規再設置）した。

神戸市舞子付近

応急処置

新規再設置

3.（5）補修等事例
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③集水桝・側溝

• 越波排水用の側溝に草や土砂が堆積しているとの巡視報告を受け、側
溝清掃等を行った。

明石市江井ヶ島付近

明石市松江付近

落ち葉の除
去

側溝清掃

3.（5）補修等事例
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④管路

• 樋管延長上で窪み１．４m×１．０m（深さ１８cm）を巡視により発見。
鉄筋が１．２m貫入した。

• ヒューム管継ぎ目から砂が吸い出しを受けたと考えられ、排水管の継ぎ
目を補強し、砕石敷設と防砂シートを設置した。

明石市藤江付近

原因調査

継ぎ目補強 砕石敷設 防砂シート敷設 完 了

3.（5）補修等事例
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⑤階段・手摺・柵

• 養浜に降りる階段の手摺りが波浪等の影響で損傷しているとの巡視報
告により、階段手摺りを（新規再設置）補修した。

神戸市垂水付近

• 転落防止柵が損傷しているのを巡視により発見、応急措置を実施、その
後、転落防止柵を補修した。

新規再設置

新規再設置
応急処置

神戸市舞子付近

3.（5）補修等事例
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⑥不法投棄物・漂着物

• 廃材、古タイヤ、乗り捨てられた自転車等の不法投棄物や、バーベ
キュー・花火等のゴミ、漂着物等が巡視時に発見されている。

• 軽微な物等は、巡視時にゴミステーション等へ投棄し、散乱し危険なもの
等は護岸脇に移動するなどの仮処置を行い、一定期間後、撤去している。

明石市江井ヶ島付近 明石市林崎付近

明石市松江付近 明石市松江付近

明石市江井ヶ島付近

ゴミステーション漂着物（流木）
の移動

3.（5）補修等事例
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⑦突堤

• 波浪の影響を直接うける突堤では、大型台風時など石積が乱れたりする。台風通
過前後の巡視などは構造物に損傷がないかを重点に巡視を行っており、異常があ
れば修繕工事で補修している。

明石市藤江付近

明石市江井ヶ島付近

石積の乱れ

補修完了

3.（5）補修事例

－ 42 －



（1） 異常個所の対策工法

（2） 養浜内の埋設管設置状況と対策状況

4.養浜整備区間の対策状況
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【人孔】

【暗渠】

・人孔構造物周辺でゆるみを確認

・人孔構造物周辺で陥没を確認

・１ｍ下層以下を砕石に置き換え

・繋ぎ目をｺﾝｸﾘｰﾄで巻立て・１ｍ
下層以下を砕石に置き換え

・１ｍ下層以下を砕石に置き換え

大蔵海岸での事故以降の点検により発見された異常箇所は対策工事（H14～H16）を実施。

しかしながら、新たな箇所で、構造物（暗渠、桝、突堤等）周辺において、ゆるみ・陥没等が報告されたた
め、平成23年度までに養浜内の確認されている暗渠、突堤周辺の改良工事を実施した。

・突堤部は全層粒調砕石に置き換え

砂から砕石に置き換え

【突堤】

・ケーソン継ぎ目（捨石隙間）で
ゆるみを確認。

・ケーソン継ぎ
目（捨石隙間）
から砂の吸出

・管渠接合部
の隙間からの
吸出

・管渠接合部
の隙間の転圧
不足

対策前 対策工法 対策後

4.（1）異常個所の対策工法
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魚住１２７ 魚住１２６ 江井ヶ島１２５ 江井ヶ島１２４ 江井ヶ島１２３ 江井ヶ島１２２ａ ｂ ｃ ｄ 江井ヶ島１２１江井ヶ島１２０ ａ ｂ ａ Ａ ｂ ｃ Ｃ Ｄ ｄ 江井ヶ島１１９

ａ ｂ 江井ヶ島１１８ 江井ヶ島１１４ 江井ヶ島１１３ 江井ヶ島１１２ 江井ヶ島１０７ 江井ヶ島１０６ 江井ヶ島１０４ 江井ヶ島１０３

養浜６ 養浜７

八木１００ 八木９９ 八木９８ 八木９７ 八木９６ 八木９５ 八木９４ 八木９３ 八木９２ 八木９１ 八木９０ 八木８９

養浜８－５ 養浜９ 養浜１０

八木８８ 八木８７ 八木８６ ａ ｂ ｃ 八木８５ 八木８４ 八木８３ 凡　例

藤江８１ 藤江８０－１ 藤江８０ 藤江７９ 明西６ 藤江７８ 藤江７７ 藤江７６ 藤江７５

養浜１２ 養浜１３ 養浜１４ 養浜１５

西松江６９ 西松江６８ 西松江６７ 西松江６６ 明西３ 西松江６５

藤江７２

藤江７３

養浜１６ 養浜１７ 養浜１８

東松江６４ 東松江６３ 東松江６２

養浜１９ 養浜２０ 養浜２１

突堤

突堤

突堤 突堤 突堤

防
波

堤
突堤 突堤 突堤

防波堤

突堤

突堤 突堤 突堤 突堤 突堤 突堤

突堤 突堤

突堤 突堤 突堤 突堤

突堤

突堤 突堤 突堤

突堤 突堤

突堤

突堤

突堤

突堤 突堤

突堤 突堤 突堤

直轄管理区域外

赤
根
川

魚
住
漁
港

八
木
船
揚
場

江
井

ヶ
島
漁
港

八
木
船
揚
場

谷
八
木
川

谷
八
木
川

藤
江
川

藤
江
漁
港

松
江
漁
港

松
江
漁
港

林
崎
漁
港

レキ浜

砂浜

ボックスカルバート

ヒューム管

階段護岸

養浜１ 養浜２ 養浜３ 養浜４

養浜８－３

養浜5

養浜８－２養浜８－１養浜８

養浜８－４

養浜１１－５養浜１１

江
井

ヶ
島
漁
港

藤
江
漁
港

レキ置き換え
（Ｈ１3陥没事故後の一斉点検時に不具合が発見
された箇所）

レキ置き換え
（上記不具合箇所及び類似箇所）

上記対策後に不具合が発見された箇所

①H17.4.28 ②H21.12.26

③H18.5.13 ④H16.7.23

⑤H16.5.15 ⑥H19.12.10

⑨H20.4.23⑧H20.1.16

⑦H17.2.17

播
磨
工
区

明
石
西
部
工
区

管理用通路

突
堤

突
堤

護岸
人孔

埋設管養浜

海

養浜イメージ

養浜対策状況

4.（2）養浜内の埋設管設置状況と対策状況
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（1） ＣCＴＶ画像の提供

（2） 危険告知看板等の設置

5.住民への情報提供
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話そうはりまモバイル
（トップメニュー）

www.himeji.kkr.mlit.go.jp

携帯サイト トップメニュー

東播海岸（狩口、塩屋）の
リアルタイム画像を表示
します。

東播海岸（狩口、塩屋）画像

http://www.himeji.kkr.mlit.go.jp/i/riv
er/new/spage.php?id=05

CCTV設置箇所
①垂水工区：塩屋
②明石東部・垂水工区：狩口
③明石西部工区：松江

※③明石西部工区（松江）の
CCTV画像についてはプライバ

シー保護の観点から公開して
いない。

東播海岸

概 要 ⑥狩口・塩屋

5.（1）ＣＣＴＶ画像の提供

－ 47 －播磨工区 明石西部工区 明石東部工区 垂水工区

①
②

③



5.（2）危険告知看板等の設置

海岸利用者に対して、利用にあたり注意喚起のために「海
岸保全施設の構造図」を示した看板や砂浜に異常が見られ
た場合に海岸利用者から姫路河川国道事務所へ通報でき
るよう連絡先を記載した「ホットライン」看板等を設置している。

【養浜の構造図を示した看板】 【ホットライン看板】
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（1） 近畿地方整備局東播海岸巡視要領

6.参考資料
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6.（1）近畿地方整備局東播海岸巡視要領
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6.（1）近畿地方整備局東播海岸巡視要領
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